
学校番号 403 

令和５年度 芸術（美術） 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅰ 単位数 2 単位 年次 ３年次 

使用教科書 高校生の美術 1 （日本文教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

■「観察やイメージからから表現する絵画・彫刻」「機能性や目的を意識してデザインをするこ

と」「視覚効果や視点を工夫して構想を練る映像メディア表現」「美術作品の良さを見つけ出

す鑑賞」の４つの分野について年間を通して学習します。 

■授業の進め方としては、導入時に各単元の学習内容についての意図や歴史的背景、美術理論な

どを、プリント等を交えて解説します。また具体的な参考作品や画像資料などを提示して、そ

れらも発想の手がかりとして制作してもらいます。画材の扱い方や表現技法、色彩や構成の考

え方については個別にも指導して行きます。 

■学習の到達度は、題材に基づいて制作された作品、授業態度、制作・鑑賞レポートなどで評価

します。 

■美術の学習は美術的な表現力の獲得や向上だけではなく、それを学ぶことで、物事に対して視

点の変化を促し、世界を見る視野を広げる事も目的となります。そしてそこから生活をより豊

かなものにしてもらいたいと願います。 

 

２ 学習の到達目標 

観察から基礎的な表現力や造形力を養い、想像力と感性・美術文化を理解する力を獲得する。そして

自分の発想やイメージを具体的な形にし、その意図を伝える力を身につける。また様々な画材・素材

に触れ、その特徴や扱い方についての理解を深め、表現の幅を広げる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への関心・意

欲・態度 
b:発想や構想の能力 c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

美術の創造活動の喜

びを味わい、様々な

表現方法や美術文

化・美術理論に関心

を持ち、主体的に表

現や鑑賞に取り組も

うとする。 

想像力や感性を働か

せて、感じ取ったこ

とや考えたこと、美

しさ、機能性や目的

を意識しながら、創

造的に表現のするた

めの構図構成や構想

を練っている。 

創造的に意図を表現

するために画材や表

現の特性を理解し、

技法を身につけ、テ

ーマに適した表現方

法や構成なども工夫

している。 

美術作品などの表

現の工夫や美術文

化などを理解し、そ

の良さや美しさに

ついて創造的に味

わっている。 

評
価
方
法 

学習活動の様子 

制作の様子 

レポート 

鑑賞活動などの様子 

アイデアスケッチ 

制作途中の作品 

作品 

制作の様子 

制作途中の作品 

作品 

レポート 

鑑賞活動などの様

子 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

【絵画】【鑑賞】 

・教科書と教室や廊下にある

たくさんの作品を鑑賞して

感想レポートを作成する 

 

・人物のクロッキー 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

a:美術の多様な表現に関心を

持ち、これからの学習につい

て主体的に取り組もうとし

ている。 

b: 人の体の構造や動きが連動

する美しさを感じ取ってい

る。 

c: クロッキーの目的を理解

し、描画材料の特性を掴もう

としている。 

d:作品の持つ美しさや良さに

ついて 自ら分析し創造的

に味わおうとしている。 

鑑賞活動な

どの様子 

 

レポート 

 

制作途中の

作品 

 

作品 

モ
ダ
ン
テ
ク
ニ
ッ
ク 

【絵画】 

・いろいろな素材を用いて

様々な絵画技法の名前と方

法を習得する 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 a:偶然できた色や形を目の前

にして、そこから美しさを主

体的に見いだそうとしてい

る。 

c:描画する素材や描画材料の

特性を理解して制作できて

いる。 

制作の様子 

 

制作途中の

作品 

 

作品 

振り返りシ

ート 

中
庭
の
風
景
を
描
く 

【絵画】【鑑賞】 

・風景画の鑑賞 

・アクリル絵の具を用いて様々

な技法で学校の中庭を個々

に決めたテーマに基づき効果

的に描く 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

a:風景画にみえる美術文化の

違いに関心を持っている。 

b：写真とは違う風景の切り取

り方を構図に生かそうとし

ている。 

ｃ：モダンテクニックを使った

表現をうまく生かしている。 

ｄ：作者の視点を理解しようと

している。 

学習活動の

様子 

鑑賞活動な

どの様子 

制作の様子 

作品 

レポート 



２
学
期 

 

不
思
議
な
情
景
を
表
現
し
よ
う 

 

【映像メディア表現】 

・テーマをグループになりアイ

デアスケッチを作成する。 

・班で協力して写真撮影をす

る 

・コンピューター等で編集を行

う 

・プレゼンテーションを行う 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

a:写真などの映像メディア表

現に関心を持ち、その特性を

生かして主体的に取材、制作

している。 

b:創造的な構図・画面構成が出

来ている。 

ｃ：テーマに沿った表現が出来

ている 

ｄ：メディア表現ならではの良

さを理解している。 

アイデアス

ケッチ 

制作の様子 

 

作品 

 

レポート 

 

プ レゼンテ

ーション 

色
見
本
帳
づ
く
り 

【デザイン】 

アクリル絵具を用いて、色見

本帳を作り、そこからマンセル

色体系に基づく、色の三属性

と色彩の対比効果や減法混

色技法などを学ぶ。 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

a:体系立てられた色彩理論に

ついて興味関心を示してい

る。 

c:アクリル絵具と筆の特性を

理解できている。 

d: 色の三属性と対比、減法混

色技法から色彩の性質を分

析し、理解ができている。 

学習活動の

様子 

 

作品 

振り返りシ

ート 

静
物
デ
ッ
サ
ン
を
描
く 

【絵画】 

・鉛筆の濃淡を使い色彩をモ

ノトーンに置き換える。 

モチーフをよく見て形を単純

化して表現する。 

モチーフのバランスと構図に

ついて学ぶ。 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

a: 静物モチーフの置き方や視

点に工夫がみられ形体や色

を表現しようとする。 

b:光を美しいと感じ表現がで

きている。 

c：鉛筆の濃淡で立体が表せる

ことを理解している。 

学習活動の

様子 

鑑賞活動な

どの様子 

制作の様子 

作品 

振り返りシ

ート 



干
し
シ
イ
タ
ケ
を
作
ろ
う 

【彫刻】 

石粉粘土を使って干しシイタ

ケを立体的に表現する。 

さらにアクリル絵具を用いてモ

チーフの持つ色彩も再現す。 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:モチーフの持つ形の特徴を

立体的に表現することに関

心を持ち、主体的に制作して

いる。 

b:モチーフの持つ構造や美し

さを的確に感じ取り計画的

に構想できている。 

c:石粉粘土や加工道具の特性

を理解できている。 

d:作品の良さや表現の工夫を

感じ取り、立体制作への理解

を深めている。 

制作の様子 

 

制作途中の

作品 

 

作品 

 

レポート 

３
学
期 

 

西
洋
美
術
の
歴
史
を
学
ぶ 

【鑑賞】 

・時代ごとに美術作品や建

築、工芸品についての特徴を

まとめレポートを書く 

・グループごとで作品を１点選

び、その作品についてまとめ

発表する 

 

○ 

   

〇 

 

 

〇 

a:西洋の芸術に関心を持ち文

化について理解しようとして

いる。 

D：西洋美術の特質や様式、主

題や表現方法に理解を深めて

いる 

レポート 

 

プ レゼンテ

ーション 

振り返りシ

ート 

   

未
知
の
生
物
を
凹
版
で
表
現
し
よ
う 

【絵画】【鑑賞】 

・版画の鑑賞 

・ドライポイントプレートにニー

ドルやカッターナイフを用い

未知の生物を想像して描画

する 

・プレス機を使用し油性インク

を詰めふき、刷り取る 

 

〇 〇  〇 a：版画の特性を生かし主体的

に表現しようとする。 

b：テーマをもとに想像力を働

かせ表現が工夫されている。 

C：版画作品の良さを理解して

いる。 

制作の様子 

制作途中の

作品 

 

作品 

振り返りシ

ート 



紙
袋
の
パ
タ
ー
ン
デ
ザ
イ
ン 

【デザイン】 

自由に模様を表現した紙は

んこを作り、それを繰り返し紙

袋にスタンプすることで、規則

的なパターンによるデザイン

制作を行う。 

○ ○  ○ a：パターンデザインに関心を

持ち、主体的に制作してい

る。 

b:紙はんこのデザインや、規則

的なパターンづくりに創造

的な工夫がある。 

d:規則的な模様の美しさや良

さ、世界各地に見られ表現や

文化について創造的に味わ

おうとしている。 

制作の様子 

制作途中の

作品 

 

作品 

 

振り返りシ

ート 

※ 表中の観点について a:美術への関心・意欲・態度   b:発想や構想の能力 

c:創造的な技能         d:鑑賞の能力 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 


